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る。その葉柄内には、開花予定の花序の茎が
分枝して待機している。後に腫脹した葉柄か
らは花序が飛び出し、紫の花を咲かせるので
ある。

果実に秘められた温腎の性質　
～茴香　蛇床子～　
セリ科の生薬の多くは根や根茎を使用する

が、果実を用いるものがある。茴香、蛇床子
はともに温性で腎に入り、強壮作用を発揮す
る。セリ科の花が発散の性質を表現している
のに対し、セリ科の果実は双懸果と呼ばれ、
2つの楕円形の分果に分かれて、柄の先にぶ
らさがる。いわば植物における腎である。果
実は堅く乾燥し、果実のみずみずしさは見ら
れない。果実は収斂し、次世代への腎陽をしっ
かりと蔵しているのである。
スペインでは闘牛士が、茴香を強壮剤とし

て食する。茴香は地中海沿岸の乾燥した強い
陽気を浴びて、直立して 2m程にもなる。果
実に見ることができるこの燥性は、セリ科の
もつ特徴の一つでもある。温病ではこの温燥
性を嫌い、『温病縦横』6）では「升麻、葛根、
当帰、防風、羌活、白芷などの辛温升散のも
のは、陰を脅かし、動血するために、温病で
は使用しないのがよい」と述べている。

まとめ
数々の打ち上げ花火のような花の形態は、

セリ科の生薬のもつ発散の性質をよく表して
いる。気を動かし、広げる性質は体表では解
表作用となり、体内では理気や疏泄の助けと
なる。芳香を有する生薬は、気血を動かす力
となり、体内の血分にも浸透する事で血の巡
りを活気づける力となる。また、局所の鬱滞
を打破し、白芷は鼻閉にも用いられる。また
多くは祛湿作用を合わせもち、燥性を有する
のが特徴である。その中にあって防風は甘味
を有し、潤性であり、海浜に住む浜防風は環
境に適する事で、逆に良質な津液を保持する
作用が生まれている。
これらの力は果実では収斂して、次世代に
向けて腎を養うものとなっている。この性質
は、人体に入れば温陽腎薬として作用する。
浜防風が防風の代用として使用されていた
事からも、生薬の特性に通じながら、日本に
ある生薬を代用する眼を養っておくことは今
後の臨床にも多いに役立つと考えられる。
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脳梗塞

今日の漢方処方 牛黄清心丸

● 牛　　　黄 ●

　牛黄はウシの胆嚢に生じる結石で、
およそ 1000 頭に 1 頭の割合でしか
得られないと言われ、その希少性か
ら非常に高価な生薬です。日本薬局
方・中華人民共和国薬典ともに収載
されています。『神農本草経』の上
品に分類され、長期にわたって服用
しても身体に害はなく、新陳代謝を
高め、元気を増して老化を遅らせる
不老長寿の薬とされています。性味

は甘涼であり、清心、開竅、涼肝、
清熱解毒などの薬能を持ち、心、肝
の熱をさまします。主成分はコール
酸、デオキシコール酸、タウロコー
ル酸、タウリンなどで、これらが豊
富にかつバランスよく含まれていま
す。造血作用、強心作用、利胆作用、
脳保護作用、解熱作用などがあり、
六神丸、牛黄清心丸、人参牛黄散な
どに配合されています。
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「太平恵民和剤局方」に収載されている牛黄清心丸を原方とし、本来の
中風治療に加えて鎮静、降圧、滋養強壮などの作用を持つように構成
生薬の加減を行った処方です。病中病後の体力回復、精神や肉体疲
労の改善、胃腸の不調などにすばやく効果を現します。また、高血圧の
随伴症状、動悸やめまい、脳血管障害の後遺症などにも応用されます。

　脳梗塞は、心筋梗塞に比べ死に至る率は低いものの、言語障害や半身不随などの後遺症が残り、
車椅子生活や寝たきりの状態になることが多い疾患です。発症には動脈硬化が深く関わっているた
め、動脈硬化が進行している人、高血圧、高脂血症、糖尿病の患者ほど、脳梗塞を起こしやすいと言
われています。脳梗塞には、脳の太い血管が詰まるアテローム血栓性脳梗塞、脳の細い血管が詰まる
ラクナ梗塞、心臓疾患が関係する心原性脳梗塞などがあります。
　脳梗塞は前触れなく起こると思われがちですが、前兆として一過性の手足のしびれやひきつれ、視
力の低下や片目が見えない、二重に見えるといった視覚障害、ろれつが回らなくなるなどの症状が繰り
返し現れることもあります。一時的な症状で回復しても脳梗塞や他の疾患が潜んでいる場合があります
ので、このような症状が現れた際にはすぐに病院を受診してください。また、症状が徐々に悪化するもの
や、小さな梗塞によって身体症状よりも、うつ症状や感情がコントロールできなくなるなどの精神症状を来
すものなど、一般的に考えられている脳梗塞とは異なるタイプもありま
すので、通常とは異なる症状に気づいたら早めの受診が必要です。
　漢方処方で血管障害の後遺症に応用されるものに、心身の機能
が低下して意識障害を来したものに用いる開竅薬（牛黄、麝香など）
が配合された牛黄清心丸、気血を巡らせることによって多くの病態に
対応する続命湯などがあります。現在、日本で用いられている牛黄清
心丸は入手が困難となった麝香をシベットに変更するなど、原方から
生薬の加減を行ったものとなっています。

牛　黄

人　参

当　帰

甘　草

シベット

防　風

川　芎

羚羊角

桂　皮

芍　薬

ゴ オウ

ニン ジン ボウ フウ ケイ ヒ

トウ キ

カン ゾウ

セン キュウ シャク ヤク

牛黄清心丸の構成生薬
レイヨウ カク

前胡

葉柄から花序が
飛び出す

紫色の
複散形花序
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